
項　　目 小　　項　　目
よくできた
（２点）

ふつう
（１点）

できなかっ
た（０点）

該当なし 合　計 自　由　記　述

１．事業の目的と目標の設定は妥当であったか。

２．新規性のある内容であったか。

３．経費の見積りは適切であったか。

１．事業の進め方に対してはお互い、情報交換をして進めることができたか。

２．ＮＰＯの自主的な活動を阻害されることなく事業が進められたか。

３．対等な立場で事業効果を高める意見交換等ができ、相互理解が図られたか。

１．トラブルが発生した際の対応は適切に行われたか。

２．事業実施に当たっては団体内部において充分に検討がなされていたか。

Ⅳ．事業に関する情報公開 事業に関する広報をホームページ等で積極的に行ったか。 /

１．当初の目的と目標は達成できたか。

２．単独ではできなかったことができ、協働の効果があったか。

３．事業を通して、ネットワークが深まったり、新たなネットワークが生まれたか。

４．団体として（当団体は）この事業を通して成長できたか。

１．県の事業として充分に県域的効果をもたらしたか。

２．市町村や企業など、他の団体にも波及効果があったか。

１．市町村や企業など、他の団体の理解が得られ、今後の発展性が期待できるか。

２．同じ分野における今後の協働モデルとしてふさわしい事業だったか。

/

全体を通しての意見（２００字程度でお願いします。）

団体名： 　　　事業名： 評価日：平成１９年３月　　日実施年度：１８

/

/

/

/

/

平成１８年度　ＮＰＯ協働提案推進事業評価票　　【ＮＰＯ】

/Ⅰ．事業の目的と目標の設定について

Ⅶ．今後について

Ⅱ．事業の進捗に対するＮＰＯと県との相互理解

Ⅵ．事業の波及効果

Ⅲ．事業実施に当たって

Ⅴ．事業の成果


